







































見 られた(表2).演習前後のクリテ ィカル ケア看護技術に対
する困難感の比較においては,す べての項 目において統計的
有意差は見 られなかった(表3).
【考察】
調査の結果,演習は,一次救命処置及び二次救命処置に対
する前向きな興味関心へと意識変化を促す効果があったと考
えられた.このことは,ク リティカルケア看護に関する技術
修得の体得と自己効力感が影響 していると推測する.ク リテ
ィカルケア看護の特徴の一つに,看護行為が,生命に直結す
る問題にかかわりをもつことが挙がる.クリティカルケア看
護技術に対する困難感は,技術修得の他に,看護の特徴から
その看護行為への責任を含めて捉えていることも考えられる.
そのため,学生のクリティカルケア看護に対する認識を把握
していくことはこれからの効果的な指導の一つになりうると
考える.また,救命センターへの就労希望は,今後,卒業年
次に修得する技術 ・知識の影響を受け,意識変化していくと
考える.看護学生のクリティカルケア看護に対する認識を包
含した指導の検討が示唆された.
【結論】
1演 習は,一次救命処置及び二次救命処置に対する前向な
興味関心へ と意識変化を促す効果あった.
2演 習は,クリティカルケア看護技術に対する困難感と救
命センターへの就労希望に対する意識の変化には繋が
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